外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　17年　8月　31日（火）

　　　　　　　　　　　　　　司会　小田　朱里　　記録者　佐々木　真貴子

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	大西
	木村
	月舘
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	山田

	○
	業務
	残り番
	○
	○
	○
	○
	有休
	残り番
	○
	○
	○
	○
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 岩沢　正和様～本日、本人・母様とで主治医面談している。「デイケアに行くと人がいっぱい居る

から緊張する」と対人面での不安を話しており、デイケアを暫く休みたいとの希

望があったため、本日付けで退所となる。再度、デイケア利用を希望する場合は

いつでも相談していただけるよう伝えている。

· 溝越　キク様～訪問看護ステーション五福より、薬の飲み忘れが残薬となって自宅にあったとの情

　　　　報あり。

· 田名部　一樹様～下剤服用中であるが、排便コントロールに不安があるため下剤の調整中である。

　　　　　　　　　　現在は、漢方薬に変更となり食前に服用している。職親利用を検討中であった

が、本人から排便回数についての不安が聞かれているため暫く様子観察として

いる。

＜月間プログラム検討内容（10月分）＞

【デイケア】

· クリスマスの小物作りは、昨年は11月からプログラム導入したが、時間に余裕がなかったため、10月からの導入とする。

· 11月に合唱発表会を予定しているため、週1回の合唱練習を導入している。

· おやつクラブでは、毎回一つのメニューを参加者全員で調理していただいていたが、平等な役割分担が出来ず、時には役割が回らないこともあるため、小グループに分けメニューの決定、レシピ作成、買い物、調理を行う形式とする。

【デイナイトケア】

· 11月に合唱発表会を予定しているため、週1回の合唱練習を導入している。

· 寒い時期になる前に周辺散策、園芸等で戸外に出る機会を設け、気分転換を図っていただく。

· 季節感を味合うため、ハロウィンの小物作りなどを導入した。

· 勉強会は、メンバーから「箸の使い方」を習いたいという希望があったため取り入れている。

【ナイトケア】

· 個人面談の時間を多めに設けた。

· 木工のプログラムで食器棚作りをしているが、作業が進んでいないため週1回の導入としている。

　　　　　　　　　

＊各プログラムは事前に担当を決め、内容、進行、注意事項等の確認を徹底すること。

　
